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180度教程が変わった後だと思います。それまでのも
のは知らなかったせいもあり、そこで教えていただい
た理論や技術は違和感なく吸収できたと思います。し
かし、そうではなく、昔の滑り⽅が⾝についている⼈
に対しての指導が⼤変なのは容易に想像がつきます。
そもそも 180 度滑り⽅が変わることの意義について
も理解できませんが、それほど変わっても、「ぶれない
もの」があるということが新鮮で驚きました。⻄村さ
んはスケーティングとプロペラターンをすると良いと
言われていました。それにより「ぶれないもの」が身
につくのだと思いますが、私はそれが何なのかはほと
んど分かっていません。教程がどう変わろうと「ぶれ
ないもの」を⾝につけるのが良いのだとすると、まず
そのとても⼤事そうな「ぶれないもの」が何なのか理
論的に確⽴したら指導体制も整いやすくなるのではな
いかと思いました。 
 
加藤 これまで私は、外⾒やフォームを気にするあま
り、結果的に良くないクセが⾝に付いた滑りとなって
しまいました。そのような時に、指導者にみてもらう
機会が増え、共通して「外側の腰が遅れており、腰を
⾜の上に乗せるか、あるいは先⾏させる感覚で滑る」
といった指摘を受けるようになりました。これまで両
足の内傾角や手の位置等ばかりに気を取られていた自
分にとって、このような観点は寝耳に水で、それから
というもの、少しずつ滑りが改善されたと感じていま
す。スキーを滑る初⼼者、あるいは中級者が上を目指
す過程において陥りがちなのが、「フォームばかりを気
にする」ことです。格好良く、きれいに滑りたいと思
うあまり、外⾒のみを気にしてしまい、結果として中
⾝の伴わない我流の滑りになってしまうのだと思いま
す。私自身、それを気にして理想のフォームを形から
追及するあまり、結果として間違ったフォームになっ
ていたようです。ビデオを撮り、自身のフォームをチ
ェックしても、それを⾒る者が滑りの中⾝を理解し、
⼗分な知識を有していなければ無⽤の⻑物となってし
まうことを、身をもって感じました。 
また今回、⻄村さんは、「楽に滑る」ことを強調して
指導して下さいました。ご指導を受け、言われたとお
りに実践しましたが、自分自身とても上⼿な滑りをし
ているとは思うことができませんでした。しかしなが
ら、後ほどその⼀連の滑りを⾒ていた⽅々に伺うと「格
段に上手くなっていた」との評価を受けました。それ
は、⾃分の思う上⼿い滑りの感覚と、外⾒の不⼀致が
原因だったのでしょう。上⼿い滑りというものはこう
いう感覚である、といったことを体で覚え、さらにそ
れを定着させることが必要なのだと思いまいた。 
指導を受ける側は、つい指導者にマジックのような
ものを期待してしまいます。しかしながら、最も効率
よく上達するためには、指導を受ける側にも最低限の
知識を持ち、この感覚が良い動作なのだ、と自身で即
時にフィードバックさせていくことも必要であり、能
動的に取り組むことが求められるのだと思いました。
 
